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（１）ＨＵＧで使用する講座資料 

ア 講師による避難所運営に係る講義資料の例（資料１） 
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イ 避難所運営ゲーム【ＨＵＧ】の説明例（資料２） 
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ウ  避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）通路の設定例（資料３） 

 

 

 

器具庫

器具庫

ステージ

北山

地区

西浦地区

南田地区
南田

地区

南田

地区

北山

地区

避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）通路の設定例 

 

【地区ごとに分けて通路を設定】 

（１）体育館端に通路を設定しない 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

【ポイント】 

    ・体育館のスペースを最大限活用し、多数の避難者を収容することができる 

     

 

（２）体育館端にも通路を設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【ポイント】 

・体育館端に通路を設定しているため、壁際を使用できることによる不公平感が生まれない。 

   ・各世帯間の移動が（１）の場合に比べて、容易にできる。 

 

※ いずれの場合においても通路は、２人が対面通行でき、車椅子の避難者も通行できる幅を設定。 

器具庫

ステージ

器具庫

北山

地区

北山

地区

西浦地区

南田地区

南田

地区

南田

地区
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エ 避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）の条件一覧（資料４） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

◆本日のゲームの条件 

 

・日 時  １月１４日（日）午後８時から午前１１時の間 

・場 所  防災小学校（市の指定避難所） 

・気 候  午後から雨が降り始め、だんだん強くなってきて風が吹いている 

・想 定  午後６時に東海・東南海・南海地震が同時発生（Ｍ8.6） 

      近辺では、震度６強を記録 

 

 

◆ ライフラインの状況 

・ 電気・ガス・水道：止まっている 

・ 電 話：ときどき通じる 

・ メール：後れて届く 

・ 下水道：不明  

（下水管が壊れたまま汚物を流すと、中が詰まり復旧が難しくなります。） 

 

◆ 避難所の備蓄 

●避難所にある物・・・・テント２張（3.6×5.4ｍ） 

   ●避難所に無い物・・・・備蓄食料、調理室、非常用自家発電、仮設トイレ 

               救護所は設置されない 

 

◆ 地域の状況 

・ 北山、西浦、南田、東池の４地区から避難者が避難してきている。 

（避難所は、４地区の中央に位置） 

・ 各地区に、１０戸～２０戸の班が１２班ある。 

 

◆ 避難者の状況 

・ グラウンドに100人くらい避難者がいるが、更に続々と避難してきている。 

・ 老人、乳幼児、妊婦、外国人、車椅子の人の姿が見える。 

・ 自家用車で避難してきている人もいる。 

※ 雨が強くなってきているので、早く受け入れる必要がある。 

避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）の条件一覧 
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オ グラウンド図面における大きさ見本と記入のしかた（資料５） 

 

 

１　敷地配置図のメッシュのサイズ

２　自動車、ペット等の記入のしかた

３　車両、テント等のサイズの目安は下記のとおり

大きさ見本と記入のしかた

【大　 型　 車】　幅　2.5ｍ弱　　長さ　10.０ｍ程度
【小型乗用車】　幅　1.7ｍ弱　　長さ　　4.4ｍ程度
【普通乗用車】　幅　1.8ｍ弱　　長さ　　5.0ｍ程度

テントのサイズは、間（けん）で表示される場合が多い
　※ １間は1.82ｍ

 敷地配置図のメッシュは、５ｍ×５ｍ

 車の駐車を認める場合は、長方形を書き世帯名を記入する
 車中での避難生活を認める場合は、避難者カードは別に置く

 ペットは、円形を書き世帯名を記入する

給水車

犬（断層さん）

小型乗用車

普通乗用車

テント
２間×３間

５ｍ

免震さん

小鳥（干潮さん）

テント
３間×５間

大型車（バス・トラック）
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カ 意見交換の際の説明例（資料６） 
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キ 「【意見発表後】地域で事前に備えておくべきこと」の説明例（資料７） 
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（２）避難所運営リーダー養成講座開催に向けた事前準備資料 

ア 外部講師依頼文書例（資料８） 

 

 

※依頼先によっては、フォーマットが定められている場合があります。 

 

〇第〇〇〇〇〇〇〇〇号   

〇〇〇〇年〇〇月〇〇日 

〇〇所長 〇〇 〇〇 様 

 

〇〇市〇〇〇局〇〇〇〇課長 

 

 

「避難所運営リーダー養成講座」開催に係る講師派遣について（依頼） 

 

 平素は、本市の防災行政に格別の御理解と御協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、標記講座を下記のとおり開催することとしております。 

 つきましては、御多用中恐縮ではございますが、貴所下記職員に講座内の講師を依頼したく、

御承諾くださいますようお願いします。 

 

記 

 

１ 日 時 

  〇〇〇〇年〇〇月〇〇日（〇） 〇〇時〇〇分～〇〇時〇〇分 

２ 場 所 

  〇〇市防災センター（〇〇市〇〇〇〇－〇〇） 

３ 内 容 

(1) 避難所運営に関する講義（〇〇時〇〇分～〇〇時〇〇分） 

(2) 避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）（〇〇時〇〇分～〇〇時〇〇分） 

４ 派遣依頼職員及び謝金 

〇〇理事長 〇〇，〇〇〇円、〇〇専務理事 〇〇，〇〇〇円 

５ 旅 費 

市の規定に基づき別途支給 

６ 依頼内容 

  上記３の「(1)避難所運営に関する講義」における講師及び「(2)避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）」

の講評についてお願いします。 

 

事務担当  

〇〇市〇〇〇局〇〇〇〇課 〇〇 

TEL：〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇〇  FAX：〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇〇 

E-mail：〇〇〇@〇〇.〇〇.lg.jp 



資-43 

 

イ 外部講師紹介（資料９） 

 

和歌山県避難所運営リーダー養成講座（平成２６年度～平成３０年度）担当講師 

 

 
  

【和歌山大学】 

〇此松 昌彦 先生 （このまつ まさひこ） 

教育学部 科学教育 （災害科学教育研究センター） 

教授 （災害科学教育研究センター長） 

・専門分野 

科学教育(高等教育(数学、物理、化学、生物、情報、天文、地球惑星、

学際)、環境教育)、自然災害科学・防災学(地震動、地盤災害、自然災

害予測・分析・対策、ライフライン防災、地域防災計画・政策)、層位・

古生物学(層序、化石、古生態、古環境) 

 

〇今西 武 先生 （いまにし たけし） 

教育学部 科学教育 （災害科学教育研究センター） 

客員教授 

 

【一般社団法人ＡＤＩ災害研究所】 

〇伊永 勉 先生 （これなが つとむ） 

一般社団法人ＡＤＩ災害研究所 理事長 

・阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター友の会副会長 

日本セイフティー株式会社災害研究所 所長 

ＮＰＯ法人大規模災害対策研究機構企画委員 

公立大学防災センター連携会議オブザーバー 

ＮＰＯ法人災害救援ネットワークネットワーク鈴鹿理事 

ＮＰＯ法人日本ガーディアンエンジェルス顧問 

朝日関西スクエア２１会員 

地域安全学会会員 

 

〇川下 明子 先生 （かわした あきこ） 

 一般社団法人ＡＤＩ災害研究所 理事（専務理事） 

 ・防災士、大規模対策士（地震・津波・高潮災害・災害軽減）、ＣＤＲ

津波災害防災士 
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ウ 役割分担例（資料１０） 
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エ ＨＵＧ進行スケジュール例（資料１１） 
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助
言

を
お

願
い

し
ま

す
。

1
5
:5

0
～

1
6
:0

0
1
0
'

休
憩

【
進

行
役

及
び

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

ー
】

　
・
意

見
交

換
の

準
備

及
び

カ
ー

ド
の

回
収

を
し

て
く
だ

さ
い

。

1
6
:0

0
～

1
6
:3

0
3
0
'

意
見

交
換

○
○

【
進

行
役

】

　
・

意
見

交
換

用
の

パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
資

料
に

基
づ

き
説

明
し

て
く
だ

さ
い

（
説

明
時

間
5
分

）
。

【
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
ー

】

　
・
進

行
は

各
テ

ー
ブ

ル
の

リ
ー

ダ
ー

に
任

せ
る

よ
う

に
し

て
く
だ

さ
い

。
た

だ
し

、
進

行
方

法
が

わ
か

ら
な

い
場

合
は

　
　

適
宜

助
言

を
お

願
い

し
ま

す
。

　
・
意

見
交

換
の

時
間

の
目

安
は

次
の

と
お

り
で

す
。

時
間

内
に

進
む

よ
う

リ
ー

ダ
ー

等
に

助
言

を
お

願
い

し
ま

す
。

　
　

手
順

①
課

題
の

抽
出

（
5
分

）
⇒

手
順

②
テ

ー
マ

を
決

め
る

（
1
0
分

）
⇒

手
順

③
対

応
策

の
検

討
（
1
0
分

）

1
6
:3

0
～

1
6
:4

0
1
0
'

発
表

○
○

【
進

行
役

及
び

講
師

】

　
・
全

て
の

班
が

発
表

す
る

時
間

が
な

い
場

合
は

、
積

極
的

に
Ｈ

Ｕ
Ｇ

に
取

り
組

ん
で

い
た

班
や

活
発

に
意

見
交

換
を

し
て

い
た

班
等

を
進

行
役

は
講

師
に

確
認

し
、

そ
の

班
に

発
表

し
て

も
ら

う
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。

1
6
:4

0
～

1
7
:0

0
2
0
'

講
師

に
よ

る
講

評
○

【
講

師
】

　
・
Ｈ

Ｕ
Ｇ

と
意

見
発

表
を

踏
ま

え
、

講
評

を
お

願
い

し
ま

す
。

時
間

Ｌ
Ａ

Ｐ
内

容
役

割
分

担
役

割
分

担
内

容
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オ 総合司会シナリオ例（資料１２） 

 

 

  

総合司会：〇〇課　〇〇主査

時刻 メモ

13:00

アナウンス内容

開会
◇定刻となりましたので、「避難所運営リーダー養成講座」を開催しま
す。

◇私は、本日総合司会を務めさせていただきます、〇〇課の〇〇と申し
ます。どうぞよろしくお願い致します。

◇それでは講座に入る前に本講座の趣旨について御説明させていただ
きます。

◇平成２３年の東日本大震災では多くの方が被災し、市町村職員も多数
被災したため、避難所運営に携わる人手が不足しました。一方、自主防
災組織など住民の方々が中心となることで、円滑に避難所の運営が行
われた例がありました。

◇南海トラフ巨大地震が発生した場合、和歌山県内の避難者数は最大
で約４４万人となり、東日本大震災の場合と同様に市町村職員のみでは
避難所運営は困難になります。

◇災害から守られた命がその後の避難生活で失われることがないよう、
自主防災組織など住民の方々が市町村職員と協力して避難所運営がで
きるように体制を整えることが重要です。

◇このため、今回、地域において防災活動に取り組んで頂いている皆様
と避難所に関わる職員に、事前に避難所運営について学んでいただき
たく、本講座を実施致しました。

◇皆様においては、どうかこの趣旨を御理解いただき、本講座を受講い
ただければと思います。

◇今回は〇〇大学の〇〇先生と、〇〇先生に講師をお願いしていま
す。

進行シナリオ （例）
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時刻 メモ

13:03

14:00

マイク等
適宜対応

時間調整

14:15

17:00

講義
◇それでは、講座に移りたいと存じます。

◇本日は、〇〇大学 〇〇学部　教授の〇〇〇〇様に避難所運営に関
する講義を行っていただきます。

◇それでは、〇〇先生よろしくお願い致します。
　
　　　　　　（講演「大規模災害時の避難所運営の状況」）

◇貴重なお話をいただき、ありがとうございました。

◇せっかくの機会ですので、〇〇先生に御質問があれば、お受けしたい
と思います。御質問がある方は、挙手をお願いします。

◇皆様お疲れ様でした。ここで、１５分間休憩に入りたいと思います。

◇再開は１４：１５（時計確認）となりますので、それまでに席までお戻り
いただきますようお願いします。

訓練 （HUG進行役対応）

閉会
◇皆様、長時間お疲れ様でした。

◇これをもちまして、避難所運営リーダー養成講座を終了させていただ
きます。

◇皆様には今回受講いただいた内容をもとに、是非地域で避難所運営
について考えていただき、取組を進めていただければと思います。

◇それでは、お忘れ物がないよう、気をつけてお帰りください。

◇本日はありがとうございました。

アナウンス内容


